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(57)【要約】
表面（例えば、無生物表面）上での微生物のコロニー増殖を、少なくとも１週間防止する
ために有効な、方法および組成物であって、ここで、この表面は、ポリビニルアルコール
と第四級アンモニウム化合物とを含有する組成物から形成される、乾燥フィルムまたは実
質的に乾燥したフィルムで覆われる。このフィルムは、この表面に、ポリビニルアルコー
ルと第四級アンモニウム化合物とを含有する溶液またはエマルジョンをコーティングし、
次いで、この溶液またはエマルジョンを、乾燥させるかまたは実質的に乾燥させることに
よって、インサイチュで形成され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面上での微生物のコロニー増殖を少なくとも１週間防止するために有効な方法であっ
て、該方法は、該表面を、ポリビニルアルコールと第四級アンモニウム化合物とを含有す
る組成物から形成される、乾燥フィルムまたは実質的に乾燥したフィルムで覆う工程を包
含する、方法。
【請求項２】
　前記フィルムが、無生物表面上に形成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フィルムが、前記表面を、ポリビニルアルコールと第四級アンモニウム化合物とを
含有する溶液またはエマルジョンでコーティングし、次いで該溶液またはエマルジョンを
乾燥させるかまたは実質的に乾燥させることによって、インサイチュで形成される、請求
項１または請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記フィルムが、少なくとも４週間にわたって、該フィルム上での微生物のコロニー増
殖を防止するために有効である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ポリビニルアルコールが、９６モル％より高い加水分解範囲を有する、請求項１～
４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第四級アンモニウム化合物が、前記乾燥フィルム組成物の０．５％ｗ／ｗ～７５％
ｗ／ｗを占める、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第四級アンモニウム化合物が、アルキルベンザルコニウム化合物である、請求項１
～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記第四級アンモニウム化合物が、ｎ－アルキルジメチルベンジルアンモニウムハロゲ
ン化物である、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ポリビニルアルコールが、前記第四級化合物と複合体を形成する、請求項１～８の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記組成物が、前記第四級化合物と相互作用しない界面活性剤をさらに含有する、請求
項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記界面活性剤が、Ｃ１２～Ｃ１８の直鎖アルコールである、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　表面上での微生物のコロニー増殖を少なくとも１週間防止するために有効な組成物であ
って、該組成物は、ポリビニルアルコールと第四級アンモニウム化合物との間で形成され
た複合体を含有する組成物から形成された、乾燥フィルムまたは実質的に乾燥したフィル
ムを含有する、組成物。
【請求項１３】
　前記第四級化合物と相互作用しない界面活性剤をさらに含有する、請求項１２に記載の
組成物。
【請求項１４】
　前記ポリビニルアルコールが、９６モル％より大きい平均加水分解度を有する、請求項
１２または請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記第四級アンモニウム化合物が、前記乾燥フィルム組成物の０．５％ｗ／ｗ～７５％
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ｗ／ｗを占める、請求項１２～１４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記第四級アンモニウム化合物が、アルキルベンザルコニウム化合物である、請求項１
２～１５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記第四級アンモニウム化合物が、ｎ－アルキルジメチルベンジルアンモニウムハロゲ
ン化物である、請求項１２～１６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記組成物が、ポリビニルアルコールおよび第四級アンモニウム化合物を、水溶液中ま
たは水性エマルジョン中に含有する、請求項１２～１７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記界面活性剤が、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤または両性界面活性
剤である、請求項１３～１８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記界面活性剤が、Ｃ１２～Ｃ１８の直鎖アルコールまたはエトキシ化アルコールを含
有する、請求項１３～１９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
　実施例のうちのいずれか１つを参照して本明細書中に実質的に記載されるような方法。
【請求項２２】
　実施例のうちのいずれか１つを参照して本明細書中に実質的に記載されるような組成物
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の分野）
　本発明は、生物静止性または生物致死性であるポリマー組成物、または表面上での微生
物のコロニー増殖を防止するために表面を処理するための方法に関する。この組成物は、
フィルムとして形成され得、そしてこのフィルムは、長期間にわたって、微生物の増殖に
抵抗する。
【背景技術】
【０００２】
　（発明の背景）
　本明細書中全体にわたる先行技術のあらゆる議論は、このような先行技術が広く公知で
あり、そして当該分野における共通の一般的な知識の一部を形成するという承認であると
、いかなる方法でもみなされるべきではない。
【０００３】
　感染は、一人の人から別の人へと、直接の接触によってか、空気伝播感染性粒子の吸入
によってか、または感染性流体との接触によって、伝達され得ることが、周知である。感
染はまた、一般に、例えば、感染した人、または感染した空気伝播粒子もしくは流体と接
触することにより感染した、表面との接触によって、間接的に伝達される。
【０００４】
　例えば、病院の蛇口は、感染を伝達する可能性により悪名高く、この可能性は、エルボ
ーレバーの蛇口の使用によって、ある程度軽減されている。しかし、病院内の微生物因子
（例えば、細菌、胞子、ウイルスおよび真菌）もまた、職員が取り扱う器具、器具滅菌浴
、ドアノブ、および他の多くの表面に触ることによって、間接的に伝達され得る。病院の
内部と外部との両方での感染は、例を挙げれば、トイレの個室の表面、トイレの水洗ボタ
ン／レバー、トイレのドアノブ、電話の受話器、エレベーターのボタン、家具および建物
の表面、書類、ならびに道具（これらは無数の例のうちの少数である）との接触を介して
広がる。これらの表面の全ては、代表的に、微生物、カビなどの、かなりの量の、迅速に
増殖するコロニーの隠れ場所を与える。
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【０００５】
　このような表面からの感染の危険性は、殺菌剤溶液での規則的な掃除によって、低下す
る。しかし、このような表面を、有効な殺菌を提供するために充分に頻繁にぬぐうことは
、実用的ではない。
【０００６】
　表面に塗布するための殺菌剤はいずれも、長期間の使用にわたって生物静止性表面を維
持するために充分には耐久性がない。殺菌剤を、ゆっくりとした放出のために表面に組み
込む試みは、充分には耐久性ではないことが示されたか、または充分には効果的ではない
か、または毒性が高すぎるかもしくは費用が高すぎるので、いずれも、商業的に成功して
いない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、先行技術の欠点のうちの少なくとも１つを克服もしくは低減すること
、または有用な代用物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（発明の簡単な説明）
　第一の局面によれば、本発明は、表面上での微生物のコロニー増殖を少なくとも１週間
防止するために有効な方法を提供し、この方法は、この表面を、ポリビニルアルコールと
第四級アンモニウム化合物とを含有する組成物から形成された乾燥フィルムまたは実質的
に乾燥したフィルムで覆う工程を包含する。本発明の好ましい実施形態は、微生物のコロ
ニー増殖を防止するために、少なくとも１週間有効であり、そしていくつかの場合には、
何ヶ月間にもわたって有効である。
【０００９】
　第二の局面によれば、本発明は、表面上での微生物のコロニー増殖を少なくとも１週間
防止するために有効な組成物を提供し、この組成物は、ポリビニルアルコールと第四級ア
ンモニウム化合物との間で形成された複合体を含有する組成物から形成された、乾燥フィ
ルムまたは実質的に乾燥したフィルムを含有する。
【００１０】
　本発明は、溶液またはエマルジョンから表面上に覆われ、そして乾燥させられて、乾燥
フィルムにされるポリマー材料を提供する。さほど好ましくない実施形態において、この
フィルムは、実質的に乾燥しているが、いくらかの水分を保持し得る。好ましくは、この
フィルムの表面は、長期間にわたって生物静止性である。
【００１１】
　生物静止性とは、表面上の微生物コロニー（存在する場合）が、増殖も繁殖もしないこ
とを意味する。「長期間」とは、この文脈において、少なくとも１週間、好ましくは数週
間、数ヶ月、そしてより好ましくは、数年の期間を意味する。
【００１２】
　文脈がそうではないことを明白に要求しない限り、本明細書および特許請求の範囲の全
体にわたって、用語「含む」、「含有する」などは、排他的な意味でも限定的な意味でも
なく、包括的な意味で解釈されるべきである。すなわち、「含むが限定されない」の意味
である。
【００１３】
　好ましい実施形態において、本発明による組成物は、フィルムとして塗装されるか、ま
たは表面上に噴霧されることによって、無生物表面（例えば、ベンチの上面）にコーティ
ングされる。次いで、この組成物は、無生物表面から拭い去られ得、そして以下のように
働く：（ａ）この組成物が塗布された表面を殺菌する、（ｂ）この表面を掃除する、およ
び（ｃ）少なくとも１週間、そして好ましくは何週間にもわたって生物静止性である、残
った透明残留フィルムを残す。この組成物は、拭い去られる必要はなく、そして例えば、
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空調機の送風管内部の場合には、噴霧された組成物は、単に、乾燥させられ得る。他の好
ましい実施形態において、物品は、ナイフコーティングもしくはカレンダリングによって
（例えば、シート材料上に）コーティングされ得るか、あるいはポリマーの溶液もしくは
エマルジョンを噴霧されるかまたはこの溶液もしくはエマルジョンに浸漬され、そしてこ
のフィルムを乾燥させられ得るか、またはこのフィルムの乾燥を可能にされ得る。本発明
の好ましい実施形態において、第四級アンモニウム化合物は、乾燥組成物の０．５％ｗ／
ｗ～７５％ｗ／ｗの範囲で存在する。
【００１４】
　本発明者らは、ポリビニルアルコールと、０．５％ｗ／ｗ～７５％ｗ／ｗの第四級アン
モニウム生物致死性剤との組み合わせが、生物静止性である（すなわち、その上で微生物
が増殖しない）組成物を生じることを見出した。
【００１５】
　この組成物は、表面を覆うためのフィルムを形成するために使用され得、そしてこのフ
ィルムは、生物静止性であり、そして長期間にわたって、生物静止性のままである。上記
組み合わせ物は、必要に応じて、接着促進剤、ビヒクル、顔料などを含有し得る。
【００１６】
　望ましくは、フィルム形成組成物は、１種以上の界面活性剤を含有し、これらの界面活
性剤は、第四級アンモニウムを不活性化しないように選択され、そしてこれらの界面活性
剤の低い表面張力に起因して、下にある無生物表面の、あらゆる傷または亀裂の内部への
完全な濡れを確実にする。好ましい界面活性剤は、非イオン性界面活性剤、カチオン性界
面活性剤、または両性界面活性剤から選択される。従来の処方の知識は、界面活性剤と第
四級アンモニウム化合物との組み合わせが、この第四級化合物を不活性化させ、そして／
または粘着性の表面になるまで乾燥させ、この粘着性の表面が、塵および他のタンパク質
性残留物を引きつけ、これが、第四級アンモニウム生物致死性剤を不活性化させる傾向を
有することを教示する。
【００１７】
　本発明者らは、ポリビニルアルコールと第四級化合物との間で、有効なレベルの第四級
化合物適合性界面活性剤の存在下で粘着性ではない複合体が形成されることを見出した。
複合体形成の証拠は、ＯＨ基の赤外スペクトルのピークの、純粋なポリビニルアルコール
の３２９６ｃｍ－１から、第四級アンモニウム生物致死性剤との混合物中の３３４６ｃｍ
－１へのかなりのシフトに見られる。このシフトは、かなり高いレベルの水素結合を示す
。
【００１８】
　好ましい実施形態において、上記組み合わせ物は、水溶液として調製され、この水溶液
は、透明は硬質フィルムになるまで乾燥され、このフィルム上で、微生物は、増殖しない
。この溶液は、ワイピング、ブラッシング、噴霧、浸漬によって、無生物表面上に塗布さ
れ得、そして乾燥させられるか、または乾燥を可能にされる。本発明による組成物は、例
えば、ドアノブ、蛇口のハンドル、便座、電話の受話器、空調機の送風管、ベンチの上面
などの上で、フィルムとして形成され得る。
【００１９】
　用語「ポリビニルアルコール」は、本明細書中で使用される場合、ポリビニルエステル
（例えば、ポリ酢酸ビニル）の加水分解（けん化）によって作製される、全ての樹脂を包
含する。この樹脂の特性は、親ポリビニルエステルの重合度、および加水分解の程度（け
ん化度）に従って、変動する。ポリ酢酸ビニルから調製されるポリビニルアルコールの場
合、ポリビニルアルコールの構造は、
　　－ＣＨ２ＣＨＯＨ（ＣＨ２ＣＨＯＨ）ｍ－
によって表され得る。この式において、「１＋ｍ」は、重合度である。部分的加水分解の
際に、残留するＣＨ２ＣＯＯ－基の比例する量は、この鎖に沿って、ＯＨの代わりに分布
する。百分率として表現されるこのようなアセテート基の量は、アセテート含有量である
。従って、７０％アセテート含有量のポリビニルアルコールにおいて、元のポリ酢酸ビニ
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ルのアセテート基のうちの３０％は、ヒドロキシル基に加水分解されており、そして７０
％が、アセテート基として残っている。このことは、７０％アセテート含有量または３０
％アルコールと称され得る。９０％より高いアルコール（１０％未満のアセテート）を有
する等級において、ポリビニルアルコールは、熱水（９０℃より高温）中のみに易溶性で
ある傾向があるが、この水溶性もまた、重合度とともにある程度変動する。
【００２０】
　用語「ポリビニルアルコール」は、本明細書中で使用される場合、全ての適切な等級、
けん化度および重合度のものを包含する。
【００２１】
　ポリビニルアルコールはまた、酢酸エステル以外のポリビニルエステルを加水分解する
ことによって作製され得、そして同じ原理が、このように形成される、本発明において同
様に使用され得るポリビニルアルコールに適用される。しかし、本発明の好ましい実施形
態は、９６モル％加水分解より大きい加水分解の平均加水分解度を有するポリビニルアル
コールを利用する。なぜなら、このような組成物は、これらの組成物が塗布された表面か
らの、冷水または温水による除去に対して、より耐性が高く、そして人が接触することに
よって、処理された表面から皮膚へと除去される可能性が低いからである。
【００２２】
　（本発明において使用するための第四級アンモニウム化合物）
　本発明は、非常に好ましい第四級生物致死性剤として、ｎ－アルキルジメチルベンジル
アンモニウムクロリド（ベンザルコニウムクロリドとしてもまた公知）を参照することに
より、例示される。アルキルベンジル第四級生物致死性化合物が、好ましい。しかし、他
の生物致死性第四級アンモニウム抗菌化合物が、本発明において使用され得ることを、当
業者は認識する。
【００２３】
　生物致死性の第四級アンモニウム抗菌化合物は、以下の一般式：
【００２４】
【化１】

を有する群から選択されることが、好ましい。この式において、Ｒ’、Ｒ”、Ｒ’’’、
およびＲ””は、同じであっても異なっていてもよいアルキル基であり、このアルキル基
は、置換されていても非置換であってもよく、分枝であっても非分枝であってもよく、そ
して環式であっても非環式であってもよい。Ｘは、任意のアニオンであるが、好ましくは
、ハロゲンであり、より好ましくは、塩素または臭素である。
【００２５】
　非常に好ましい抗菌化合物は、モノ長鎖，トリ短鎖のテトラアルキルアンモニウム化合
物、ジ長鎖，ジ短鎖のテトラアルキルアンモニウム化合物、およびこれらの混合物である
。「長」鎖とは、約Ｃ６～Ｃ３０のアルキルを意味し、そして「短」鎖とは、Ｃ１～Ｃ５
のアルキル、好ましくは、Ｃ１～Ｃ３のアルキル、またはベンジル、またはＣ１～Ｃ３の
アルキルベンジルを意味する。例としては、モノアルキルトリメチルアンモニウム塩（例
えば、セチルトリメチルアンモニウムブロミド（ＣＴＡＢ））、モノアルキルジメチルベ
ンジル化合物、またはジアルキルベンジル化合物が挙げられる。クロロヘキサジングルコ
ネートなどの第四級生物致死性剤が、使用され得る。
【００２６】
　本発明において使用するために最も好ましい化合物は、少なくとも１つのベンジル基を
有し、このベンジル基は、置換ベンジルであり得る。例としては、Ｃ８～Ｃ２２ジメチル
ベンジルアンモニウムクロリド、Ｃ８～Ｃ２２ジメチルエチルベンジルアンモニウムクロ
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【００２７】
　この第四級アンモニウム化合物は、（グラム陽性およびグラム陰性の）広いスペクトル
の抗菌特性のために、組み込まれる。
【００２８】
　この第四級アンモニウム化合物は、乾燥フィルム組成物の０．５％ｗ／ｗ～７５％ｗ／
ｗを占め得るが、乾燥したフィルム組成物の２％ｗ／ｗより多くを使用することが好まし
い。
【００２９】
　望ましくは、この組成物は、１種以上の界面活性剤を含有し、この界面活性剤は、第四
級アンモニウム化合物と適合性であえる（すなわち、この第四級アンモニウム化合物を不
活性化させない）。非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、および両性界面活性
剤から選択される界面活性剤が好ましく、例えば、Ｃ１２～Ｃ１８の直鎖アルコールまた
はエトキシ化アルコールまたはコカミンオキシドなどの非イオン性界面活性剤が、好まし
い。しかし、他の例としては、分枝エトキシ化界面活性剤および芳香族エトキシ化界面活
性剤が挙げられる。適切なカチオン性界面活性剤の例は、ポリエチレングリコール－２－
コカミンであり、そして適切な両性界面活性剤の例は、ココ－ベタインである。
【実施例】
【００３０】
　（本発明の実施例）
　（実施例１：本発明による組成物の製造）
　表１に示される組成を有する組成物を製造した。以下の手順を使用した：
・必要とされる量の約４分の１の水（約７２４Ｋｇ）を、水ジャケット付きの、きれいな
滅菌した混合タンクに入れた。
・ミキサーを開始させた。ポリビニルアルコールをゆっくりと添加した。
・攪拌の間、温度を８０℃～９０℃まで上昇させた。
・この温度でポリビニルアルコールが溶解するまで、混合をさらに１時間続けた。
・次いで、タンクを冷却し、同時に残りの水と混合した。
・この溶液を４０℃未満まで冷却し、そしてＴｅｒｉｃ　ＬＡ８を添加した。
・この組み合わせ物を５分間混合し、次いで、第四級化合物（Ｂａａｒｑｕａｔ　ＭＢ－
８０）を添加した。この組み合わせ物をさらに１０分間攪拌し、ｐＨを７．０に調整し、
そして必要に応じて、補給水を添加した。
【００３１】
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【表１】

ポリビニルアルコールは、８０％～９５％、より通常には約８７．５％のけん化度、およ
び３．０～３．７ＭＰａ．ｓ（ｃｐ）の粘度を有する。
【００３２】
　本発明による組成物を、金属（アルミニウム）表面上に、ナイフコーターを使用して広
げ、そして乾燥させて、透明なフィルムを形成させた。この乾燥フィルムに、Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　Ｏｒｉｇｉｎｏｓａ　ＡＴＣＣ　１５４４２（６．１ｌｏｇ濃度）を接種
した。１時間後、その集団は、１ｌｏｇ未満まで減少したことがわかった。２４時間後、
その集団は、０まで減少した。７日後、その集団は、０であった。３０日後、表面上の微
生物集団は、依然として０であった。これらの試験は進行しており、そして本発明者らは
、これらの表面が、非常に長期間にわたって微生物静止特性を維持すると確信している。
【００３３】
　Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　Ｎｉｇｅｒ　ＡＴＣＣ１６４０４を使用して達成された結果
は、同等であるかまたはより良好であり、細菌と真菌との両方によるコロニー形成に対す
る抵抗を示した。
【００３４】
　同じ結果が、ポリビニルアルコールおよび第四級化合物のみを０．５％～７５％までの
比で含有するフィルムをキャスティングすることによって、達成された。
【００３５】
　以下の実施例２および実施例３による組成物もまた、上記方法を使用して作製し、そし
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【００３６】
　（実施例２）
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９５．６．０％ｗ／ｗ
　ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　１．２％ｗ／ｗ
　（低分子量：％加水分解９６．５％～９９．０％）
　エトキシ化Ｃ１２～Ｃ１８直鎖アルコール　　０．２％ｗ／ｗ
　ベンザルコニウムクロリド　　　　　　　　　３．０％ｗ／ｗ
　ＮａＯＨまたはＨＣｌを用いてｐＨを７．０まで調整
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％になるために充分な量。
【００３７】
　（実施例３）
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９６．０％ｗ／ｗ
　ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　１．５％ｗ／ｗ
　（低分子量：％加水分解９６．５％～９９．０％）
　エトキシ化Ｃ１２～Ｃ１８直鎖アルコール　　０．２％ｗ／ｗ
　ベンザルコニウムクロリド　　　　　　　　　１．２％ｗ／ｗ
　ＮａＯＨまたはＨＣｌを用いてｐＨを７．０まで調整
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％になるために充分な量。
【００３８】
　実施例１、実施例２、および実施例３に従って組成物から作製されたフィルムは、全て
、ＡＯＡＣ　９５５．１７の方法に従って、１日後、７日後、および３０日後に、微生物
のコロニー増殖の防止のために有効であるとみなされた。
【００３９】
　（実施例４）
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７７．５％ｗ／ｗ
　ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　８．０％ｗ／ｗ
　（低分子量：％加水分解９６．５％～９９．０％）
　ＴｅｒｉｃＢＬ８　　　　　　　　　　　　　１．０％ｗ／ｗ
　ベンザルコニウムクロリド　　　　　　　　　８．０％ｗ／ｗ
　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　１．０％ｗ／ｗ
　ＥＤＴＡ　４Ｎａ　　　　　　　　　　　　　０．５％ｗ／ｗ
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％になるために充分な量。
【００４０】
　実施例４に従って組成物から作製された、無生物表面上に塗装された乾燥フィルムの生
物静止特性を、ＡＳＴＭ　Ｅ２１８０－０１に従って、乾燥直後（ｔ＝０）、７日後、お
よび３０日後に試験し、以下の結果を得た：
【００４１】
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【表２】

　本発明による組成物は、表面上にコーティングされ得、そして広範な表面上（紙、布、
プラスチック、金属、ガラス、およびセラミックが挙げられるが、これらに限定されない
）で有効である。これらの材料は、物品（例えば、紙コップまたは食品容器）上、あるい
は他の表面上にコーティングされ得る。
【００４２】
　当業者は、本発明において使用するための、ポリビニルアルコールおよび第四級アンモ
ニウム化合物の組み合わせを、本明細書の教示に基づいて選択し得、そして意図される最
終製品の用途に従って、適切な比を選択し得る。本発明は、組み合わせ、適切な溶媒中で
の組み合わせ物の溶液、および溶媒ありもしくはなしでこの組み合わせ物から形成される
フィルムを包含するような範囲に及ぶ。

【手続補正書】
【提出日】平成19年8月3日(2007.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無生物表面上での微生物のコロニー増殖を少なくとも１週間防止するために有効な方法
であって、該無生物表面は、プラスチック表面、金属表面、ガラス表面、またはセラミッ
ク表面であり、該方法は、該表面を、ポリビニルアルコールと、第四級アンモニウム化合
物と、該第四級化合物と相互作用しない界面活性剤とを含有する組成物から形成される、
乾燥フィルムまたは実質的に乾燥したフィルムで覆う工程を包含する、方法。
【請求項２】
　前記フィルムが、前記表面を、ポリビニルアルコールと第四級アンモニウム化合物とを
含有する溶液またはエマルジョンでコーティングし、次いで該溶液またはエマルジョンを
乾燥させるかまたは実質的に乾燥させることによって、インサイチュで形成される、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フィルムが、少なくとも４週間にわたって、該フィルム上での微生物のコロニー増
殖を防止するために有効である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ポリビニルアルコールが、９６モル％より高い加水分解範囲を有する、請求項１～
３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第四級アンモニウム化合物が、前記乾燥フィルム組成物の０．５％ｗ／ｗ～７５％
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ｗ／ｗを占める、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第四級アンモニウム化合物が、アルキルベンザルコニウム化合物である、請求項１
～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第四級アンモニウム化合物が、ｎ－アルキルジメチルベンジルアンモニウムハロゲ
ン化物である、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ポリビニルアルコールが、前記第四級化合物と複合体を形成する、請求項１～７の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記界面活性剤が、Ｃ１２～Ｃ１８の直鎖アルコールである、請求項１～８のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項１０】
　無生物表面上での微生物のコロニー増殖を少なくとも１週間防止するために有効な組成
物であって、該無生物表面は、プラスチック表面、金属表面、ガラス表面、またはセラミ
ック表面であり、該組成物は、ポリビニルアルコールと第四級アンモニウム化合物との間
で形成された複合体、および該第四級化合物と相互作用しない界面活性剤を含有する組成
物から形成された、乾燥フィルムまたは実質的に乾燥したフィルムを含有する、組成物。
【請求項１１】
　前記ポリビニルアルコールが、９６モル％より大きい平均加水分解度を有する、請求項
１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記第四級アンモニウム化合物が、前記乾燥フィルム組成物の０．５％ｗ／ｗ～７５％
ｗ／ｗを占める、請求項１０または１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記第四級アンモニウム化合物が、アルキルベンザルコニウム化合物である、請求項１
０～１２のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記第四級アンモニウム化合物が、ｎ－アルキルジメチルベンジルアンモニウムハロゲ
ン化物である、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が、ポリビニルアルコールおよび第四級アンモニウム化合物を、水溶液中ま
たは水性エマルジョン中に含有する、請求項１０～１４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記界面活性剤が、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤または両性界面活性
剤である、請求項１０～１５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記界面活性剤が、Ｃ１２～Ｃ１８の直鎖アルコールまたはエトキシ化アルコールを含
有する、請求項１０～１６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記界面活性剤が、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤または両性界面活性
剤である、請求項１３～１７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記界面活性剤が、Ｃ１２～Ｃ１８の直鎖アルコールまたはエトキシ化アルコールを含
有する、請求項１３～１８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２０】
　実施例のうちのいずれか１つを参照して本明細書中に実質的に記載されるような方法。
【請求項２１】
　実施例のうちのいずれか１つを参照して本明細書中に実質的に記載されるような組成物
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【国際調査報告】
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